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タ
イ
ト
ル: 

『

汐
製
菓

会
社
の
新

作

4
6

 

羊

羹

1

』 

 

登

場

人

物 

•
 

汐

（3
0

代

）
：
汐

製

菓

会

社

社

長

。
奇

抜

な

ア
イ
デ
ア
で
商

品

開

発

を
進

め
る
快

活

な
人

物

。 

•
 

塩

田

（3
0

代

）
：
汐

の
秘

書

で
あ
り
、
心

配

性

。
甘

い
も
の
に
目

が
な
い
。 

•
 

社

員

A

：
製

造

部

の
社

員

。
無

口

だ
が
内

心

で
は
汐

の
ア
イ
デ
ア
に
疑

問

を
持

っ
て
い
る
。 

•
 

社

員

B

：
広

報

担

当

。
汐

の
大

胆

な
ア
イ
デ

ア
に
い
つ
も
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
て
い
る
。 

•
 

お
客

A

（
国

内

）
：
羊

羹

好

き
の
和

菓

子

マ
ニ

ア
。 

•
 

お
客

B

（
外

国

）
：
旅

行

中

の
外

国

人

。
ス
イ

ー
ツ
好

き
で
日

本

文

化

に
興

味

津

々
。 
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•
 

お
客

C

（
外

国

）
：S

N
S

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
。

何

で
も
試

し
てS

N
S

で
紹

介

す
る
。 

•
 

お
客

D

（
国

内

）
：
和

菓

子

に
こ
だ
わ
る
老

舗

の
和

菓

子

店

主

。 

 

あ
ら
す
じ 

第

一

幕

：
ア
イ
デ
ア
の
爆

誕 

（
場

面

：
汐

製

菓

会

社

の
社

長

室

。
デ
ス
ク
に
は
羊

羹

の
サ
ン
プ
ル
が
並

ん
で
い
る
） 

汐

：
（
思

案

に
ふ
け
り
な
が
ら
）「

普

通

の
羊

羹

じ

ゃ
、
こ
の
世

の
中

で
埋

も
れ
て
し
ま
う…

。
も
っ
と
、

世

界

を
驚

か
せ
る
味

が
必

要

だ
！

」 

塩

田

：
（
困

惑

し
た
表

情

で
）「

ま
た
で
す
か
、
社

長

。
前

回

の
“
カ
レ
ー
味

の
ど
ら
焼

き
”
も
失

敗

し
た

ば
か
り
な
の
に…

。
今

度

は
何

を
考

え
て
る
ん
で
す

か
？

」 



 

3 

 

汐

：
（
突

如

目

を
輝

か
せ
）「

羊

羹

だ
、
塩

田

！

グ

リ
ー
ン
カ
レ
ー
味

の
羊

羹

を
作

る
ん
だ
！

」 
塩

田

：
（
絶

句

し
て
）「…

グ
、
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
で
す

か
！

？

そ
れ
っ
て…

羊

羹

じ
ゃ
な
く
て
カ
レ
ー
じ
ゃ
な

い
で
す
か
！

？

」 

汐

：「

い
や
い
や
、
甘

さ
と
ス
パ
イ
シ
ー
さ
の
融

合

だ
！

イ
ン
パ
ク
ト
勝

負

だ
よ
！

」 

塩

田

：
（
内

心

で
呆

れ
つ
つ
）「

イ
ン
パ
ク
ト
だ
け
で

成

功

し
た
商

品

な
ん
て…

」 

 

第

二

幕

：
試

作

開

始

と
社

内

の
反

応 

（
場

面

：
汐

製

菓

会

社

の
キ
ッ
チ
ン
。
社

員

た
ち
が

集

ま
り
、
汐

の
指

示

の
も
と
試

作

を
始

め
る
） 

社

員

A

：
（
羊

羹

の
材

料

を
見

つ
め
な
が
ら
）「

社

長…

本

当

に
こ
れ
に
カ
レ
ー
を
入

れ
る
ん
で
す

か
？

」 
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汐

：
（
笑

い
な
が
ら
）「

も
ち
ろ
ん
だ
！

辛

さ
と
甘

さ

が
完

璧

に
調

和

す
る
！

」 
社

員

B
：
（
不

安

げ
に
）「

広

報

と
し
て
は
、
世

間

の

反

応

が
ち
ょ
っ
と
心

配

で
す…

。
こ
れ
が
爆

発

的

に

ヒ
ッ
ト
す
る
か
、
そ
れ
と
も
大

炎

上

か…

」 

塩

田

：
（
小

声

で
）「

ど
っ
ち
に
転

ん
で
も
大

騒

ぎ
で

す
ね…

」 

（
試

作

品

が
完

成

し
、
キ
ッ
チ
ン
に
漂

う
カ
レ
ー
の
香

り
に
社

員

た
ち
は
戸

惑

う
） 

汐

：「

よ
し
、
こ
れ
が
新

し
い
時

代

の
羊

羹

だ
！

名

前

は…

“
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
羊

羹

”
！

」 

 

第

三

幕

：
テ
ス
ト
試

食

会 

（
場

面

：
汐

製

菓

の
会

議

室

。
試

食

会

に
は
国

内

外

の
取

引

先

や
関

係

者

が
参

加

） 
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塩

田

：
（
恐

る
恐

る
参

加

者

た
ち
に
向

か
っ
て
）「

皆

さ
ん
、
本

日

は
新

商

品

の
試

食

会

に
お
越

し
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ち
ら
が…

“
グ
リ
ー

ン
カ
レ
ー
羊

羹

”
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
試

し
く
だ
さ
い…

」 

（
会

場

内

に
ざ
わ
め
き
が
広

が
る
） 

お
客

A

（
国

内

）
：「

羊

羹

は
和

菓

子

の
中

で
も
繊

細

な
も
の
な
の
に
、
な
ぜ
カ
レ
ー
を…

？

」 

お
客

B

（
外

国

）
：「

カ
レ
ー
と
ス
イ
ー
ツ
を
組

み
合

わ
せ
る
な
ん
て
、
日

本

人

は
本

当

に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

だ
な
！

」 

お
客

C

（
外

国

）
：「

こ
れ
絶

対

S
N

S

で
バ
ズ
る

わ
！

よ
し
、
動

画

撮

ろ
う
！

」 

（
お
客

C

が
試

食

し
な
が
ら

S
N

S

で
動

画

配

信

を

始

め
る
） 

お
客

C

：「

み
な
さ
ん
見

て
！

日

本

の
羊

羹

だ
け

ど
、
な
ん
と
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
味

！

一

口

目

は…

お
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ぉ
、
ス
パ
イ
シ
ー
！

で
も
、
甘

さ
も
あ
っ
て
、
こ
れ
は
ク

セ
に
な
る
！

」 

 

第

四

幕

：S
N

S
で
の
バ
ズ
り
と
国

際

的

な
反

響 

（
場

面

：
オ
フ
ィ
ス
の
一

角

。
塩

田

が
パ
ソ
コ
ン
を
見

な
が
ら
慌

て
て
い
る
） 

塩

田

：「

社

長

！

海

外

の

S
N

S

で
“
グ
リ
ー
ン
カ
レ

ー
羊

羹

”
が
大

反

響

で
す
！
『

日

本

の
次

世

代

ス
イ

ー
ツ
』
っ
て
言

わ
れ
て
ま
す
よ
！

」 

汐

：
（
に
や
り
と
笑

っ
て
）「

ほ
ら
な
！

俺

の
直

感

に

間

違

い
は
な
い
！

」 

塩

田

：「

で
も…

国

内

の
和

菓

子

フ
ァ
ン
か
ら
は
か

な
り
厳

し
い
意

見

も…

。『

こ
れ
は
和

菓

子

へ
の
冒

涜

だ
！

』
な
ん
て
声

も
あ
り
ま
す
」 

汐

：「

反

応

が
あ
る
こ
と
自

体

が
成

功

の
証

だ
。
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
で
も
話

題

に
な
れ
ば
勝

ち
な
ん
だ
よ
！

」 
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第

五

幕

：
試

食

イ
ベ
ン
ト
と
多

国

籍

な
反

応 

（
場

面

：
都

内

の
デ
パ
ー
ト
、
試

食

イ
ベ
ン
ト
会

場

。

多

く
の
人

が
並

ん
で
い
る
） 

お
客

A

（
国

内

）
：「

興

味

は
あ
る
け
ど…

や
っ
ぱ
り

羊

羹

は
甘

い
も
の
で
し
ょ…

」 

お
客

B

（
外

国

）
：「

グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
味

の
和

菓

子

？

斬

新

す
ぎ
る
！

絶

対

に
試

し
て
み
た
い
！

」 

お
客

C

（
外

国

）
：「

辛

い
の
大

好

き
だ
か
ら
楽

し

み
！

カ
レ
ー
味

の
ス
イ
ー
ツ
な
ん
て
初

め
て
だ
！

」 

お
客

D

（
国

内

）
：「

私

は
老

舗

の
和

菓

子

屋

だ
け

ど
、
こ
れ
は
正

直…

許

せ
な
い
。
で
も
、
ち
ょ
っ
と
だ
け

味

見

を…

」 

（
次

々
と
人

々
が
試

食

す
る
。
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
は
様

々

だ
が
、
一

部

は
驚

き
な
が
ら
も
「

意

外

と
美

味

し

い
」
と
好

評

） 
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お
客

A

：「

最

初

は
疑

っ
た
け
ど
、
こ
れ
ク
セ
に
な
る

か
も…

。
カ
レ
ー
の
風

味

が
口

の
中

で
じ
ん
わ
り
広

が
る
！

」 

お
客

B

：「

こ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
売

れ
る

味

だ
！

絶

対

に
！

」 

 

第

六

幕

：
海

外

メ
デ
ィ
ア
と
テ
レ
ビ
出

演 

（
場

面

：
テ
レ
ビ
局

の
ス
タ
ジ
オ
。
汐

が
ゲ
ス
ト
出

演

し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受

け
る
） 

司

会

者

：「

今

話

題

の
“
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
羊

羹

”
で

す
が
、
社

長

は
な
ぜ
こ
ん
な
奇

抜

な
ア
イ
デ
ア

を
？

」 

汐

：「

や
っ
ぱ
り
、
和

菓

子

も
進

化

が
必

要

だ
と
思

っ
た
ん
で
す
。
常

識

に
囚

わ
れ
ず
、
何

が
で
き
る
か
挑

戦

し
た
く
て
。
結

果

、
国

際

的

に
も
注

目

さ
れ
て
嬉

し
い
で
す
ね
。
」 
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（
ス
タ
ジ
オ
に
笑

い
が
起

き
る
） 

司

会

者

：「

確

か
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
す
ご
く

話

題

で
す
よ
！

で
も
、
日

本

国

内

の
反

応

は
ど
う
で

す
か
？

」 

汐

：「

ま
ぁ
、
伝

統

的

な
味

を
大

切

に
す
る
方

も
多

い
の
で
、
賛

否

両

論

あ
り
ま
す
ね
。
で
も
、
こ
れ
が
新

し
い
風

を
吹

き
込

む
き
っ
か
け
に
な
る
と
思

っ
て
い
ま

す
。
」 

 

第

七

幕

：
最

終

決

戦

！

和

菓

子

会

の
重

鎮

と
の
対

立 （
場

面

：
老

舗

の
和

菓

子

店
「

桜

菓

子

本

舗

」
の
店

主

、
お
客

D

と
の
対

話

） 

お
客

D

：「

汐

さ
ん
、
あ
な
た
の
“
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
羊

羹

”
が
話

題

に
な
っ
て
い
る
が
、
正

直

和

菓

子

の
精

神

を
理

解

し
て
い
な
い
の
で
は
？

」 
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汐

：「

お
客

さ
ん
、
和

菓

子

だ
っ
て
進

化

が
必

要

で

す
。
味

の
冒

険

を
し
な
け
れ
ば
、
新

し
い
時

代

に
取

り
残

さ
れ
ま
す
よ
！

」 

お
客

D

：「

確

か
に
、
そ
れ
は
一

理

あ
る
。
だ
が
、
和

の
伝

統

も
大

切

に
す
る
べ
き
だ
。
次

回

は
も
っ
と
伝

統

に
寄

り
添

っ
た
ア
イ
デ
ア
を
期

待

し
て
い
る
よ
。
」 

汐

：「

も
ち
ろ
ん
、
次

は
“
抹

茶

納

豆

プ
リ
ン
”
を
考

え
て
ま
す
！

」 

お
客

D

：「…

そ
れ
は
絶

対

に
や
め
ろ
！

」 

 

終

幕 

（
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
羊

羹

が
大

ヒ
ッ
ト
し
、
国

内

外

で

売

れ
行

き
好

調

。
次

回

作

に
向

け
て
汐

の
挑

戦

は

続

く…

） 

（
音

楽

と
共

に
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
） 

 


